
















店頭で回収した資源のリサイクル
貴重な資源の再利用は、資源やエネルギーの節約、CO2排出量削減など地球温暖化防止につながっていきます。
マルエツでは、店頭に紙パック、食品トレイなどの回収ボックスを設置し、リサイクル活動を推進しております。

お店からの廃棄物をリサイクル
店舗から発生する食品廃棄物の抑制と減量化を一層強化し、循環型社会の実現に貢献するため、
廃棄物のリサイクル化もすすめています。

現在、日本には約3,000名の目の不自由な方々が「盲導犬と 

歩きたい」と希望されているのに対し、日本全国で活躍している

盲導犬は約1,000頭しかいない状況です。マルエツでは、この

状況を少しでも改善すべく1993年から「盲導犬育成募金活動」

を実施し、お預かりした募金は公益財団法人日本盲導犬協会

へ寄付しています。2016年度の募金額は12,817,700円（累計 

約2億6,000万円）となり、さらに「maruetsu365」ペットフード

の売上の1％相当額を同協会へ寄付しています。  

募金活動以外でも、目の不自由な方々に対する理解促進を図るため、 

お客さま向けに日本盲導犬協会神奈川訓練センターの施設見学会を実施

しています。2017年度はマルエツご利用のお客さま48名（うちお子さま

23名）を招待し3月30日に見学会

を実施。アイマスクをつけて盲導犬

と歩く体験歩行や点字作成を体験

するなど、目の不自由な方が日常

生活で困っていることを実体験し

ていただきました。また、盲導犬を

伴って来店されるお客さまが気持

ちよくお買い物をしていただける

よう、従業員の研修も行っています。

マルエツでは、地域貢献、社会貢献や、将来を見据えた環境保全を推進する 

ため、寄付活動にも積極的に取り組んでいます。2014年に「ニホンウナギ」が

絶滅危惧IB類に指定されたことを受け、ウナギ資源保護活動への支援も行って

います。また、「平成28年熊本地震」の支援募金活動も行いました。

マルエツでは従業員一人ひとりが地球環境保全への高い意識を持つ

と同時に、その意識向上のための様々な取り組みを行っています。 

事業で排出される廃棄物についても分別を行うことはもちろん、排出

量の削減意識を高める取り組みが進められています。廃棄物排出量削

減のための第一歩は、どんなゴミを、どれだけ排出しているかについ

て把握することです。そこで、廃棄物計量管理システムをマルエツ屋号

店舗を中心に導入し、廃棄物排出量の「見える化」促進に取り組んでい

ます。自分が計量し、排出量が数値化されることで、従業員一人ひとりの

「削減しよう」という意欲を高め、廃棄物の削減に努めています。

神奈川訓練センターでの体験歩行

内容 期間 金額 寄託先
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R�7�Ú�/Ç 2016年3月～2017年2月の店頭募金額 12,817,700円 公益財団法人日本盲導犬協会

�¿�‰�×�ˆb��;�	Í�Ú 1�Ë�/Ç 2016年3月～2017年2月の飲料自販機の
売上金1％相当額 3,500,000円 各地域の福祉協議会
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2015年3月～2016年2月回収分の売却益 435,093円 認定NPO法人世界の子どもに
ワクチンを日本委員会（JCV)

�¢�Æ�ª�¿�o�-�¢�Æ�ˆ�/Ç 2016年7月26日～30日に販売したウナギ製品の
売上金から１点につき10円を拠出 1,885,450円 鹿児島県ウナギ資源増殖

対策協議会
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���̄[�	�Ú�7�Ú 2016年4月19日～30日の店頭募金活動及び
当社からの拠出金 5,000,000円 熊本県

■ 主な寄託金額内訳
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煮熱・圧搾・分離・乾燥

リサイクル率 100.0 %

廃棄物等発生量 1,082 t
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圧縮/梱包・溶解・加工

リサイクル率 100.0 %

廃棄物等発生量 22,679 t
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分別・粉砕・溶解

リサイクル率 100.0 %

廃棄物等発生量 414 t

アルミ缶（9店舗）
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資源回収量 … 17 トン
（年間1店舗あたり … 約126,933 本）

ペットボトル（187店舗）
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資源回収量 … 486 トン
（年間1店舗あたり … 約51,998 本）
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食品トレイ（269店舗）
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資源回収量 … 183 トン
（年間1店舗あたり … 約136,248 本）
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粉砕・乾燥・発酵

リサイクル率 21.6 %

廃棄物等発生量 7,762 t

※ 従来の「社会貢献・環境活動報告書」に記載の環境会計等は、2017年8月末日までに当社ホームページ「環境・社会貢献」に記載する予定です。

紙パック（269店舗）
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資源回収量 … 542 トン
（年間1店舗あたり … 約67,145 枚）
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精製

リサイクル率 100.0 %

廃棄物等発生量 586 t

店舗で計量されたデータは
オンラインで管理しています。

写真提供：日本盲導犬協会岩槻駅前店での「盲導犬ふれあいキャンペーン」

飲料自販機売上金1％寄付の目録贈呈式

当社は、2017年3月、日本政策投資銀行（DBJ）より

環境格付融資を受け、格付結果は「環境への配慮

に対する取り組みが十分」と評価されました。

盲導犬育成事業を支援地域社会と協力してリサイクルを推進

ゴミの「見える化」で従業員の削減意識を向上

寄付活動

盲導犬への理解を深める 「DBJ環境格付融資」 
（ランクC）取得
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会社名 株式会社 マルエツ

本社所在地
〒170-8401 

東京都豊島区東池袋5-51-12

代表電話番号 03-3590-1110

代表取締役社長 上田 真

創業 1945年（昭和20年）10月

設立 1952年（昭和27年）6月16日

資本金 37,549,514,941円

営業収益（連結） 374,732百万円

店舗数 292店舗（2017年5月末日現在）

従業員数（連結）
16,347名　
パートタイマー12,266名を含む 

（1日8時間換算による期中平均人員）

事業内容 食品スーパーマーケット事業

1945 魚悦商店を埼玉県浦和市（現・さいたま市）にて創業

1952 有限会社魚悦商店設立

1959 有限会社丸悦ストアーに商号変更

1965 セルフサービスの食品スーパーマーケット1号店
「大宮店」開店

1970 東京都に進出／株式会社丸悦ストアーに組織変更

1974 株式会社マルエツに商号変更

1975 埼玉県大宮市（現・さいたま市）に、
大宮物流センターを開設

1976 千葉県に進出

1977 食品スーパーマーケットで初めて
東京証券取引所市場第二部に上場

1978 株式会社プリマートと合併し、
首都圏で100店舗を超える

1979 消費者モニター制度導入

1981 サンデーマート株式会社の株式取得
株式会社サンコーと合併

1984 東京・大阪両証券取引所市場第一部へ指定替え

1986 POSシステム導入開始

1989 本社を東京都豊島区東池袋に移転

1991 健康と食文化実践室「いーとぴあ」開設

1993 盲導犬育成募金開始

1995 緑化資金導入

1996 お客さまの声を反映する「店長への直行便」導入

1999 平成11年度「消費者志向優良企業通商産業大臣
表彰」受賞

2000 平成12年度 障害者雇用優良事業所及び
優秀勤労者表彰式において「労働大臣表彰」受賞

2001 株式会社すえひろと業務・資本提携

2002 株式会社ポロロッカ株式取得 

株式会社日本流通未来教育センター設立
マルエツ200店舗達成

2003 サンデーマート株式会社と株式会社すえひろが合併

2004 盲導犬育成募金累計1億円突破

2005 第4回「東京都グリーンコンシューマー奨励賞」受賞

2006 新経営理念制定／ISO14001認証取得（本社および5店舗）

2007 新シンボルマーク、ブランド理念を制定 

イオン株式会社、丸紅株式会社と業務提携 

サンデーマート株式会社・株式会社ポロロッカと合併

2009 株主優待制度新設／ISO14001認証取得（本社及び全店）
厚生労働省「障害者雇用優良企業」認証取得

2010 マルエツ・マルエツ プチ・リンコスの3つに店舗屋号を統合
常温物流センター開設（横浜・八潮）
川崎複合センター開設

2011 マルエツ プチ50店舗達成
東日本大震災被災地復興に向けた支援の取り組み

2012 盲導犬育成募金累計2億円突破
三郷複合センター開設
中国出店に向けて蘇寧電器股 有限公司と
合弁会社を設立

2013 ISO22000認証取得（川崎・三郷複合センター）
水産庁「魚の国のしあわせ大賞」実証事業部門
最優秀賞受賞 

中国1号店となる「リンコス無錫蘇寧プラザ店」開店

2014 「首都圏におけるスーパーマーケット連合」の
創設に関する合意（基本合意書締結）
中国2号店「リンコス無錫海岸城店」開店
「ウナギ資源保護活動」への支援開始
東京証券取引所市場第一部を上場廃止

2015 株式会社マルエツ、株式会社カスミ、
マックスバリュ関東株式会社が経営統合し、
共同持株会社「ユナイテッド・スーパーマーケット・
ホールディングス株式会社」を設立
同社は、東京証券取引所市場第一部に上場
「第5回カーボン・オフセット大賞」奨励賞受賞

2016 東和ベーカリー・デリカセンター開設

株式会社マルエツ開発
所在地 東京都豊島区東池袋5-51-12
設立年月 1989年4月
代表者 代表取締役社長  原 淨
事業内容 不動産管理、店舗・ショッピングセンター開発業務

株式会社食品品質管理センター
所在地 東京都豊島区東池袋5-51-12
設立年月 2010年7月
代表者 代表取締役社長  青木 等
事業内容 食品の品質・安全・衛生検査の受託等

株式会社マルエツフレッシュフーズ
所在地 東京都豊島区東池袋5-51-12
設立年月 2010年4月
代表者 代表取締役社長  池野 賢司
事業内容 生鮮加工センターにおける食料品の製造、加工業務

株式会社日本流通未来教育センター
所在地 埼玉県蕨市中央3-22-30
設立年月 2002年10月
代表者 代表取締役社長  中村 孝
事業内容 スーパーマーケットに特化した教育事業

株式会社マーノ
所在地 東京都豊島区東池袋5-51-12
設立年月 1992年3月
代表者 代表取締役社長  西野 紳哉
事業内容 業務受託事業、事務サービスの代行を行う特例子会社

株式会社アスビズサポート　　
所在地 東京都豊島区東池袋5-51-12
設立年月 2017年3月
代表者 代表取締役社長  坂本 雅視
事業内容 労働者派遣事業、業務受託事業

丸悦（香港）有限公司
所在地 中国 香港
設立年月 2012年9月
事業内容 中国において小売業を経営する
 「丸悦（無錫）商貿有限公司」の持株会社

丸悦（無錫）商貿有限公司
所在地 中国 江蘇省無錫市
設立年月 2013年1月
事業内容 中国における小売業（スーパーマーケット）の経営

※特記がない場合は2017年2月末日現在のデータです。

商品別売上高構成比（単体） 2016年度

0.1%その他

青果
16.7%

鮮魚
8.2%

精肉
10.7%

デリカ
11.9%

日配食品
20.4%

一般食品
26.8%

雑貨 4.2%

衣料 1.0%

History and Profile

沿 革
会社概要

沿革 会社概要 グループ企業
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